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　10月８日の本会議で、一般会計と特別会計の決算を認定しました。公営
企業会計の決算は、９月24日の本会議において全会一致で認定しました。
　一般会計決算に対する討論は３ページ、予算決算常任委員会（佐藤正典
委員長、三嶋崇史副委員長）での審査は４・５ページをご覧ください。決
算審査に合わせて行った施策・事務事業評価の結果を６・７ページに掲載
しています。

令和６（2024）年度一般会計・特別会計歳入歳出決算額と賛否
区　分 歳　入�(円) 歳　出�(円) 賛否など�※

一般会計 52,712,480,518 49,251,923,197 賛成19　反対１

特
別
会
計

国民健康保険事業 8,424,176,688 8,345,048,959

賛成20　反対０（事業勘定） 8,127,493,532 8,048,367,278

（直営診療施設勘定） 296,683,156 296,681,681

後期高齢者医療 1,234,656,334 1,233,399,834 賛成20　反対０

介護保険 9,233,240,266 8,935,459,248 賛成20　反対０

土地取得事業 94,184,437 94,184,437 賛成20　反対０

墓園事業 35,275,210 32,253,725 賛成20　反対０

産業団地事業 40,000,000 40,000,000 賛成20　反対０
※阿部基議長は採決に加わりません。議員の賛否状況は５ページをご覧ください。

一般会計決算の起立採決（10月８日）

令和6（2024）年度
決算を認定しました

認定！

議案・議決結果
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私たちはこのような理由で私たちはこのような理由で

賛成しました 反対しました

令和６（202４）年度一般会計決算の討論（要旨）

日本共産党柏崎市議員団
　自治体は貯金を増やせばいいというものではない。財政調整基金をもっと市民要
望に生かすべき。学校給食費の無償化が全く視野にないばかりか、値上げを準備し
ている。行政機構の合理化が先行し正規職員の確保に弱点がある。希望と活力ある
地域産業振興基本条例の観点に立った事業運営への踏み込みに弱さがあり本市の魅
力をつくりえていない。原発の再稼働に前のめりの姿勢は問題だ。 持田繁義

柏崎の風
　人材不足による弊害が各事業の執行に顕著に現れている。若者や子育て世代を呼
び込むこと、ＤＸによる省力化を進めることへのチャレンジが必要。見直し、廃止を
考慮する事業もあるが、健全財政が維持され、全国１位となった行政ＤＸ※、再生可
能エネルギーの活用、ＡＩ新交通「あいくる」の利用者増など、多くの市民の期待に
沿った事業が執行されたことから、適切であると評価する。 柄沢　均

公 明 党
　災害対応、物価高騰など喫緊の課題に取り組みつつ、第五次総合計画後期基本計
画重点戦略の実現に向けた対応、子育て支援や各分野の人材確保・育成、産業のＤ
Ｘ推進など未来への重要施策を推進したことを評価する。
今後は引き続き「市民の安全・安心を守るための政策投資」と「持続可能な税制基盤の

維持」という二つの使命を両立させるため、より一層の工夫と努力を期待し、賛成する。 西川弘美

民社友愛

相澤宗一

物価高騰の中でも経済支援とコロナ禍の影響が緩やかになったことにより活気
を取り戻し、市民に笑顔が戻った一年であった。「子どもを取り巻く環境の充実」
「大変革期を乗り越える産業イノベーションの推進」を柱に、児童虐待防止や世代
交流、子ども大学などの取り組みが進展。産業面では企業支援や人材育成、観光振
興が進められ、未来を支える基盤を築いたことを評価し賛成する。

明日への希望
　実質収支27.5億円黒字の健全な財政運営のもと、各部署が人口減少・物価高騰な
どの課題と真摯に向き合い、子育て環境の充実、産業イノベーション、ＤＸ推進、防
災対策といった重点施策の前進が図られたと評価する。次期総合計画では柏崎市の
将来像を明確に示し、公共施設の利活用、介護・医療・産業分野の人材確保、空き
家対策などに継続して取り組むことを要望し、賛成する。 山本博文

※令和6（2024）年11月に㈱時事通信社公表の「全国自治体ＤＸ推進度ランキング2024」人口8万人以下の自治体で全国１位

録画映像
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Report
予算決算常任委員会での
令和６（2024）年度決算審査について報告します
９月22日の全体会で総括質疑を行った後、延べ７日間にわたって各分科会で詳細に審査しました。
10月７日の全体会で分科会長報告を基に採決し、全ての会計について「認定すべきもの」との結果
になりました。

総務分科会 ■分科会長　近藤由香里　■副分科会長　星野幸彦
■委　員　布施　学・五位野和夫・上森　茜・春川敏浩・真貝維義

・�・�審査を通して、各種財政分析や予算執行の
精度について確認した。今後も健全な財政
運営に努めていただきたい。

・�・�路線バスの維持やＡＩ新交通「あいくる」
拡充には運転士確保が不可欠であり、募集
手段のさらなる検討を要望したい。

・�・�市内２大学との連携・協働によるまちづく

りを推進し、柏崎の魅力を発信することが、
人口減少対策につながると考える。

・�・�地域おこし協力隊については、活動を継続
するためのサポートが必要だと感じた。

・�・�各施策・事業の推進において課題が残る部
分はあるが、全体的には適切な予算執行が
なされていると判断し、分科会としては「お
おむね妥当である」との意見で一致した。

主な意見

産業建設分科会　 ■分科会長　三宮直人　■副分科会長　西川弘美　
■委　員　山崎智仁・佐藤正典・佐藤和典・柄沢均・星野正仁

・�・�商業、農林水産業、工業の活性化への支援
事業、補助金に対する成果を確認する意味
でも、後追い検証が必要である。

・�・�木造住宅耐震改修費等補助金交付事業につい
て、市民ニーズや県の耐震関係の補助事業等
の調査研究を行っていることが確認できた。

・�・�除排雪関連経費について、当初予算に対し

専決処分を含めた補正予算での対応が多い
ため、今後予算計上の検証が必要ではないか。

・�・�都市公園管理事業について、現地視察した
ところ、整備されており魅力的な公園が多
かった。今後の発信に期待する。

・�・�いくつかの事業に課題はあるものの、今後
の改善に期待し、分科会としては「おおむ
ね妥当な決算である」という意見で一致した。

主な意見

主な意見

文教厚生分科会 ■分科会長　山本博文　■副分科会長　池野里美
■委　員　三嶋崇史・田邉優香・持田繁義・重野正毅・相澤宗一

・�・�出産、育児、教育、医療、障がい福祉、介
護等の分野における相談が複雑化・多様化
する中で、専門職員、委託先、民間団体、
医療機関等との連携が重要である。質疑を
通して、連携体制や人材確保・育成に努力
されていることを確認した。

・�・�「必要なところに必要なサービスが届いてい

るか」の視点から、担当部署と課題を共有
できた。今後のブラッシュアップに期待する。

・�・�重点戦略である「子どもを取り巻く環境の
充実」に向けた全庁的取り組みも評価できる。

・�・�人材不足への抜本的な対策の欠如、責任体
制の不明確さなど構造的な課題があるとの
少数意見もあったが、分科会としては「お
おむね妥当である」との意見となった。
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Report

■ 決算審査のための現地視察を行いました

総務分科会：未利用地利活用事業
 （旧柏崎情報開発センター）

産業建設分科会：都市公園管理事業（春日公園）

総務分科会：市有財産維持管理事業
 （旧北陸農政局跡地）

産業建設分科会：都市公園管理事業（赤坂山公園）

賛成×反対しました
私たちは

議員賛否一覧（９月定例会議の採決において賛否が分かれた議案など）

議決日 議案
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嶋
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典
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10月８日 決算の認定について
（令和６（2024）年度一般会計） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

欠
（
忌
引
）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇

　○は賛成　　×は反対　　欠は欠席　　阿部 基議長は採決に加わりません。　○は賛成　　×は反対　　欠は欠席　　阿部 基議長は採決に加わりません。

議員の賛否状況

審査結果
YouTube
録画映像
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施策・事務事業評価に取り組みました
令和６（2024）年度一般会計決算

◀左から櫻井市長、阿部議長、佐藤正典副議長（委員長）、
　三嶋副委員長、近藤総務分科会長、山本文教厚生分科会長、
　三宮産業建設分科会長（10月８日　市長応接室）

　第五次総合計画の分野別施策から主要施策を選択し、予算決算常任委員会の決算審査で評価を行いました。
評価結果を市長に提出し、政策実現に向けた翌年度以降の施策・事業の見直しなどを提案しました。

総務分科会

・  基金・財源の確保：公共施設適正管理基金は、計画的に積み立て、
物価や人件費の変動を見越して柔軟に精査する。

・  計画の見直しと合意形成：人口減少や財政状況に応じ公共施設等
総合管理計画を適時見直し、施設再配置では、地域住民への丁寧
な説明により合意形成を図る。

・  維持管理の効率化：利用率や稼働率を踏まえて市有財産の管理を
効率化し、安全性とコストの両立を図る。

・  未利用地の利活用：長期放置を避け、公募や公売を活用し早期に
利活用方針を決定し、市民の利便性や施策展開につなげられるよ
う研究を重ねる。

・  将来を見据えた取捨選択：人口減少社会を踏まえ、必要な施設を
残す観点から統廃合・再編を進め、持続可能なまちづくりを目指す。

・公共施設適正管理基金積立金
・市有財産維持管理事業
・未利用地利活用事業

公共施設を総合的かつ計画的に管理・運営する

評価結果
（PDF）

評
価
区
分

Ａ 施策の実現に近づいているので、このまま推進する
Ｂ 施策の実現に近づいているが、さらに事業の改善・見直しが必要
Ｃ 施策目的の実現に近づいていないので、分析と見直しが必要
Ｄ 施策目的の実現に近づいていないので、抜本的改善が急務
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・  結婚活動応援事業は、委託先との更なる連携、広域展開や民間サー
ビスの利活用、ニーズ把握による効果的な運用を求める。

・  子育て応援券事業は、出産祝いや入学時の支援及び利用できる事
業所の更なる拡充に期待する。

・  家庭養育応援券事業は、より一層の電
子チケットの取得率向上と取得チケッ
トの利用促進に向けての情報発信とと
もに、利用者の声を反映した更なる拡
充に期待する。

・  結婚活動応援事業
・  子育て応援券事業
・  家庭養育応援券事業

文教厚生分科会
結婚や出産を望む人の希望をかなえる

・  都市公園管理事業は、都市公園施設長寿命化計画の検証とともに、
町内会等の作業負荷を軽減し、市民の利用実態や今後のニーズに
合った都市公園とする。

・  住まい快適リフォーム事業は、事業を継続し、脱炭素、環境負荷
の軽減につなげる。

・  空き家対策事業は、空き家にしない啓発活動に終活支援を加える
とともに、勧告を繰り返す特定空家等や空き店舗ビルについて国
に抜本的な解決策を求める。

産業建設分科会

・  都市公園管理事業
・  住まい快適リフォーム事業
・  空き家対策事業

良好な生活を支える環境を守る
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若い世代との意見交換会

　５月に実施した市内２大学の学生との情報交換会の声を生かし、10月15日、22日に、「若者の地元定
着に向けて」をテーマに、市議会議員と新潟工科大学学生との意見交換会を開催しました。

10月22日開催

10月15日開催

意見交換の前に、
市議会の役割を説明しました。
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若い世代との意見交換会

グループのまとめは
学生の皆様から

発表していただきました

新潟工科大学の
学生からいただいた

意見

学生の求める
働く場所

その他

・地域コミュニティ
　の存在そのものを
　知る機会が少ない。
・知り合いがいないと参加するまでの

ハードルが高い。

・土日の通学手段は徒歩か自転車のみで不
便である。

・バスや電車の長い待ち時間を過ごす居場
所がほしい。

・映画館や娯楽施設など若者が遊べ
る、集まれる場所がほしい。

・職場環境の良さ(人間関係など）や
　福利厚生がしっかりしている職場
・やりがいが感じられ、長く働ける賃金が
　安定した職場

柏崎に
求めるもの

コミュニティに
求めるもの

　・柏崎は、信号のない横断歩道で
　　車を停止してくれる優しい人が多い。
　　　・食では、安く美味しいお店が多い。
　　　　特に美味しいラーメン屋が多い。

11月には市議会議員と新潟産業大学学生との意見交換会を実施しました。
次号２月５日発行の203号で、新潟産業大学学生との意見交換会の様子を
掲載します。
意見交換会でいただいたご意見等は、議会広報広聴常任委員会で取りま
とめ、今後公開させていただく予定です。
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Report
令和７（2025）年９月定例会議常任委員会での審査内容を
報告します

総務常任委員会 ■委員長　近藤由香里　■副委員長　星野幸彦
■委　員　布施　学・五位野和夫・上森　茜・春川敏浩・真貝維義

・�・�廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を
改正する条例

し尿受入施設の稼働に伴う所要の改正と佐藤池
新田、西本町地内の資源物リサイクルセンター
の設置を新たに規定する。

　　�新ごみ処理場建設中に、鯖石川改修記念公園
駐車場内には予定どおり資源物リサイクル

ステーションが設置されるのか。
　　�予定どおり設置するが、あくまでも新ごみ
処理場完成までの仮施設としての位置づけ
である。

　　�新ごみ処理場と隣接して新たに設置予定の
資源物リサイクルセンターの取り扱いは。

　　完成後に条例を改正して追記する。

３件の議案を審査しました。

概　要

主な質疑

産業建設常任委員会 ■委員長　三宮直人　■副委員長　西川弘美　
■委　員　山崎智仁・佐藤正典・佐藤和典・柄沢均・星野正仁

・�・�空家等の適正な管理に関する条例の一部を改
正する条例

管理不全な空き家等の発生を抑制する方策とし
て、空き家等の所有者等が空家等対策の推進に
関する特別措置法の規定に基づく命令に従わな
い場合、氏名等の公表や、罰則が科される旨を
規定するための条例改正。

　　�特別措置法の罰則に、条例で５万円以下の
罰則を加えるということか。

　　�認識のとおりである。市設置の標識を毀損
した場合、条例で５万円以下の過料となる。

　　�県内で氏名公表、過料の前例はあるのか。
　　�氏名公表の規定は７市町村であるが、対応
実績はない。過料の規定は県内では前例は
なく、条例が改正されれば県内初となる位
置づけである。

７件の議案を審査しました。

概　要

主な質疑

文教厚生常任委員会 ■委員長　山本博文　■副委員長　池野里美
■委　員　三嶋崇史・田邉優香・持田繁義・重野正毅・相澤宗一

１件の議案を審査しました。質疑はありませんでした。
・�・�健康づくり推進会議設置条例の一部を改正す
る条例

今年度、「健康増進計画」、「食育推進計画」、「歯
科保健計画」及び「自殺対策行動計画」を一体
的に策定し、令和８（2026）年度から推進す
る予定である。特に内容の重なる部分が多い

「健康増進計画」及び「食育推進計画」の今後
の策定、推進及び進行管理を効率的に行うため、
健康づくり推進会議に
食育推進会議を統合す
る改正を行う。

概　要
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審査結果
YouTube
録画映像

Report

令和７（2025）年度一般会計補正予算（第８号）など、16件の議案について
審査しました。� ※令和６（2024）年度決算案を除く。

予算決算常任委員会 委員長　佐藤正典　■副委員長　三嶋　崇史　
※分科会長・副分科会長・委員は、各常任委員会の委員長・副委員長・委員と同じ。

・・空き家対策事業（299万円）

空家等除却支援事業補助金を活用した自主解体
を行う方が当初の見込みより多く、経費に不足
が見込まれることによる追加措置。

　　対象者への周知方法、見込まれる効果は。

　　�昨年度から当補助金制度の運用を開始した。
広報やセミナーで周知を行うとともに、対
象となる空き家の所有者へ行政指導を行う
文書の中にもチラシを入れて注意喚起した。
効果としては、将来の空き家倒壊の危険防
止にもつながるものと捉えている。

令和７（2025）年度一般会計補正予算（第８号）産業建設分科会

主な質疑

概　要

有償運送の実施に関する条例の一部を改正する条例総務分科会

有償運送の実施地域に新たな地域を加えて、「あ
いくる」の北エリア、東エリアとして再編する
ための条例改正。

　　エリア地域内と地域外の運送料金の設定は。
　　�エリア地域内とエリア地域外利用時の料金

に差をつけた。
　　�今後のスケジュールと住民への周知方法は。
　　�10月１日から北、東エリアでの運行を開
始する。コミセン、町内会等で事前に説明
し、ガイドブックを策定・配布するが、運
行後も引き続き周知を図りたい。

概　要

主な質疑

令和７（2025）年度一般会計補正予算（第８号）文教厚生分科会
・・診療所開設支援事業（2000万円）

診療所の継承開設において、診療所の建物改修
費や設備整備費の一部を補助するための追加措
置。

　　継承開設の詳細は。
　　�柏崎総合医療センターの消化器内科医師が、
内科医院を継承し、来年４月新しい診療所

を開設する。補助金交付要綱の上限2000
万円を補助し市内の医療提供体制の確保を
図る。

　　開設する診療科は。
　　�現在の内科医院と同
じ、内科と消化器内
科である。

主な質疑

概　要
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議会広報広聴常任委員会
■ ８月25日（月）～26日（火）

埼玉県加須市
　加須市議会議員と大学生との意見交換会開催に至るまで
の経緯、運営方法、実施後の課題や成果などの確認ができ
た。学生との意見交換を実施する上でのメリットが、市議
会、大学の双方に見えるように連携していくことが重要で
あることを学んだ。
群馬県太田市
　「若い世代の投票率向上へ生徒と市議会議員との意見交
換会」開催に至った経緯、開催概要、効果と課題について
学んだ。意見交換会を行う際は、議員はファシリテーター
役を担い、学生が話しやすい環境づくりが必要であること
を確認した。柏崎市議会で初開催となる若者との意見交換
会企画に当たり、非常に参考となった。

柏崎刈羽原子力発電所に関する調査特別委員会
■ ７月28日（月）～30日（水）

リサイクル燃料貯蔵株式会社（ＲＦＳ）青森県むつ市
　ＲＦＳでは、柏崎刈羽原子力発電所から搬出される使用
済核燃料の中間貯蔵施設として運用が開始される。運用に
向けての現状および今後50年間の貯蔵計画について説明
を受けた。
青森県下北郡東通村
　東通村は、東京電力ＨＤ（株）や東北電力（株）と一般
社団法人を設立した。東通村の原子力発電所との共存共生、
地域振興の課題解決に向けた取り組みは、柏崎市の原子力
発電所との共生に向けた在り方を考える上で大変参考に
なった。
日本原燃株式会社再処理事業所　青森県上北郡六ヶ所村
　原子燃料サイクル施設の本格始動に向け工事が進んでい
る。日本の原子力政策・エネルギー政策にとっての核燃料
サイクルの重要性を学んだ。特別委員会の活動

議会広報広聴
常任委員会の活動

・�・�リサイクル燃料貯蔵（株）の現状
・�・�電力事業者との共存共生に向けた
取り組み（青森県下北郡東通村）
・�・�原子燃料サイクル施設の現状

・�・�若者と市議会議員の意見交換会
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イベントの安全イベントの安全 認知症認知症

質 問 シティセールスの推進や安全・安心な
まちづくりの観点から、「海の大花火大会」
をはじめとする大規模イベントの危機対策指
針を策定し、標準化を図ってはどうか。
……………………………………………………

回 答 大規模イベント開催時の事故や災害な
ど多岐に渡るリスクを踏まえ「海の大花火大
会」の危機対応マニュアルを策定し、他のイ
ベントにも活用できるよう周知を図る。

質 問 「アミロイドペット装置」の導入によ
り、市内での認知症早期発見、治療に結びつ
くが、導入に対する支援の考えを伺う。
……………………………………………………

回 答 「アミロイドペット装置」の効果は認
識している。今年度、国立病院機構本部が新
潟病院へ「アミロイドペット装置」導入の判
断をした場合は、補助金を交付し、認知症治
療体制の整備を支援する。

　　大規模イベント
の危機対策指針の策
定・標準化への見解

「海の大花火大会」危機対
応マニュアルを策定し周知
による標準化を期待する

他の
質問

未来につなぐ柏崎刈羽原子力発
電所との共生・共創　ほか

　　「アミロイドペッ
ト装置」導入に対す
る支援の考えは

新潟病院が導入判断をした
場合は、補助金交付により
支援をする

他の
質問

立地適正化計画からみえるまち
づくり、空き家対策

質問項目

近藤由香里近藤由香里 春川敏浩春川敏浩
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観 光観 光

柏崎の自然環境柏崎の自然環境

ＡＩの活用ＡＩの活用

農地維持農地維持

質 問 観光客数の現状は、夏場の海水浴やイ
ベントが年間の半分を占めており、通年型・
滞在型観光への転換が課題であるが、観光ビ
ジョンの今後の方向性を伺う。
……………………………………………………

回 答 観光ビジョンの総括を第六次総合計画
に引き継ぎ、デジタル技術の活用や既存の観
光資源を利活用した新たな価値の創造と商品
の造成に、官民連携して取り組む。

質 問 市政30周年記念として「ヤマユリ」
が市の花に選定され55年が経ち、環境変化
や動物による食害で減少するなど保存に向け
ては課題が多いが、今後の取り組みを伺う。
……………………………………………………

回 答 「ヤマユリ」の保護や保存の具体的な
計画はないが、今後も関係者の協力をいただ
きながら生息状況を見守るとともに、市役所
周辺や公共施設でも増やしていきたい。

質 問 市においてＤＸ化を推進する中で、生
成ＡＩを含めたＡＩの導入や全庁的・組織的
な活用の方向性を伺う。
……………………………………………………

回 答 国などの動向を注視しつつ、ＡＩ・生
成ＡＩをすでに利活用している市の取り組み
の成果と課題の検証を行い、第２次ＤＸ推進
計画では具体的なＡＩ・生成ＡＩのさらなる
利活用を示し、具体化に取り組んでいく。

質 問 中山間地における担い手不足や水路・
農道の維持といった問題に、市が積極的に
コーディネートできるか伺う。
……………………………………………………

回 答 昨年度、地域主体で10年後の農業の
目指す姿をまとめ、「地域計画」を策定した。
今後は、課題解決のため定期的な協議の場を
設け、地域の要望に合わせて関係機関と連携
して協議のコーディネート等を行う。

　　観光ビジョンの
今後の方向性は

第六次総合計画に観光ビ
ジョンの総括を引き継ぎ官
民連携して課題に取り組む

他の
質問

市民大運動会

　　市の花「ヤマユ
リ」の保存活動にお
ける取り組みは

市役所周辺や公共施設にお
いて保存活動に力を入れて
いく

他の
質問

災害級の暑さに対して安心して
暮らせるまちになるために

　　ＡＩの導入や全
庁的・組織的な活用
の方向性

第２次ＤＸ推進計画では具
体的なＡＩ・生成ＡＩの利
活用を示す

他の
質問

ギフテッドの子どもたちへの支
援　ほか

　　中山間地農地維
持への積極的コー
ディネートについて

地域の要望に合わせて、関
係機関と連携して協議の
コーディネートを行う

他の
質問

山崎智仁山崎智仁池野里美池野里美

山本博文山本博文 重野正毅重野正毅
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地方創生2.0地方創生2.0

観光施策観光施策

愛護団体支援愛護団体支援

地域活性化地域活性化

質 問 地方創生2.0基本構想の視点にあるよ
うに、人口減少の事態を正面から受け止めた
上での自治体経営が必要ではないか。
……………………………………………………

回 答 第六次総合計画において、人口減少対
策を図りながら、地方創生2.0基本構想と関
連する地域経済分野や生活環境分野の施策に
注力し、市民が幸せや豊かさを実感できるま
ちづくりを行っていく。

質 問 観光の広域連携実現により、効果的な
観光地域づくりを行うことが可能となる。新
たな地域連携ＤＭＯ設立の可能性を伺う。
……………………………………………………

回 答 県観光協会が地域連携ＤＭＯ登録を受
け、現在「長岡・柏崎エリア」の枠組みで連
携しているため、新たな地域連携ＤＭＯ設立
は考えていない。引き続き、柏崎観光協会と
ともに地域一体となり、観光誘客に取り組む。

質 問 猫の多頭飼育問題に対し、愛護団体は
けがや感染症のリスクがある中で昼夜を問わ
ず、休日もいとわず献身的に対応している。
市として応援できることはないか。
……………………………………………………

回 答 ７月に愛護団体を含めた関係機関で初
めてとなる意見交換を行った。愛護団体への
支援策研究のため、保健所、関係団体との協
議を継続していく。

質 問 地域の魅力発見や新たな出会いの創出
につながるため、市で働く新入社員を対象に
研修会の初開催を提案する。
……………………………………………………

回 答 転入者の定着率は、ＵターンよりＩ
ターンが低く課題である。合同研修会は商工
会議所で開催されているが、異業種同士の交
流の場づくり、柏崎の魅力に気づいていただ
く機会を提供する取り組みを検討する。

　　地方創生2.0基
本構想に対する今後
の市政運営を伺う

第六次総合計画において地
域経済分野や生活環境分野
の施策に注力し取り組む

他の
質問

災害時の福祉的支援の充実、柏
崎市平和推進事業

　　観光施策におけ
る新たな地域連携Ｄ
ＭＯ設立の可能性

新たな設立は考えていない
が、現在の枠組みで効果的
な観光誘客を推進する

他の
質問

ほか

　　猫の多頭飼育問
題に尽力する愛護団
体への負担軽減策は

愛護団体への支援策研究の
ため、関係団体との協議を
継続する

他の
質問

事務処理ミス、老朽化する特定
空家等から市民を守る取組

　　市で働く新入社
員を対象とした合同
研修会の開催を提案

合同研修会は商工会議所で
開催、柏崎の魅力に気づく
機会の提供に取り組む

他の
質問

生成ＡＩの利活用による教育方
針、西山の課題と現状

三嶋崇史三嶋崇史佐藤正典佐藤正典

三宮直人三宮直人西川弘美西川弘美
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災害対策災害対策

原 発原 発

商業支援商業支援

鳥獣被害鳥獣被害

質 問 国は災害が長期化した場合のトイレ数
は20人に１基、女性用は男性用の３倍と指
針を示した。避難所のトイレ数確保計画は。
……………………………………………………

回 答 今年度50人が一週間程度使用できる
組立式トイレ37基を導入し、人口の多い地
区などに配備予定である。また、災害協定を
結んでいる協定先から200基以上のトイレ調
達が可能であり、十分対応可能である。

質 問 柏崎刈羽原発６号機は制御棒のトラブ
ルが相次いでいる。これまでもさまざまなト
ラブルがあり、７号機が頓挫したから安易に
６号機というわけにはいかないのでは。
……………………………………………………

回 答 制御棒など主要設備はもとより、全て
の設備で不備や油断は容認できない。関係者
の士気低下も危惧される。安全確保を大前提
に、信頼回復を強く求める。

質 問 賃金引き上げや物価高騰により利益が
圧迫される商業者に対し、直接的、または間
接的な市独自の支援策の考えを伺う。
……………………………………………………

回 答 補填による直接支援ではなく、生産性
向上や業務改善を図る設備投資の補助、販路
拡大や新商品開発への補助、制度融資や利子
補給などの間接支援を行っている。引き続
き、社会経済動向の変化に応じ対応する。

質 問 ムクドリは一晩中鳴き続け、騒音と糞
害が問題となっている。駅前周辺のムクドリ
を中心とした鳥獣被害への対策を伺う。
……………………………………………………

回 答 鳥獣保護管理法により野鳥の捕獲・駆
除は原則禁止され、防鳥マットなどを電線に
設置しているが根本解決ではない。市民の良
好な生活環境や駅前周辺の環境美化を維持し
つつ野鳥との共生の方策を研究したい。

　　国の避難所の指
針に基づくトイレ数
の確保について

新たな組立式トイレの導入
と協定先からの調達での十
分対応可能である

他の
質問

毎年の猛暑による熱中症対策

　　制御棒のトラブ
ルが相次ぐ６号機の
再稼働は問題では

安全確保を大前提に、信頼
回復を強く求める

他の
質問

核燃料サイクル、原子力災害の
広域避難

　　商業者の負担増
に対する市の支援策
について

直接的な支援ではなく、間
接的な支援を行っている

他の
質問

柏崎の観光資源「海」を生かし
た通年型観光推進

　　駅前周辺のムク
ドリの夜間騒音や糞
害対策は

駅前周辺の景観や環境美化
を維持し、野鳥との共生の
方策を研究する

他の
質問

道の駅の考え方、令和７年度の
米　ほか

布施　学布施　学

田邉優香田邉優香五位野和夫五位野和夫

星野幸彦星野幸彦
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■中学生の職場体験を受け入れました
　７月７日～10日、議会事務局で初めてとなる中学
生の職場体験を受け入れました。
　議場や正副議長室の見学、視察受入れ資料の用意、
会議録の確認作業など、議会事務局の仕事を体験い
ただきました。

■新潟県市議会議長会秋季定期総会が柏崎市で開催されました
　８月21日、柏崎市産業文化会館で新潟県市議会議
長会秋季定期総会が開催されました。新潟県内20市
議会の正副議長が出席し、総会議案を審議しました。

原発廃炉課題原発廃炉課題 産業振興産業振興

質 問 福島第一原発廃炉は人類史上類を見な
い困難な事業で高度な知識と技術を持つ人材
の確保と育成は待ったなしだ。柏崎刈羽原発
の一部を廃炉実証炉とする見解を伺う。
……………………………………………………

回 答 廃炉実証炉の活用は、原子力関連人材
の育成、技術の継承や向上に資する非常に意
義深いものである。関係機関に対し、推進の
取り組みの実現を要望する。

質 問 第六次総合計画において、人口動態に
起因する産業構造の変化が市民所得に与える
影響を分析し、産業振興と市民所得向上への
施策展開を伺う。
……………………………………………………

回 答 第六次総合計画では、製造業の高付加
価値化を引き続き支援し生産性向上を進め、
観光産業や情報産業などの第三次産業を含
め、あらゆる産業の高付加価値化を図る。

　　柏崎刈羽原子力
発電所の一部を廃炉
実証炉とすべき意義

原子力関連人材の育成、技
術の継承・向上に寄与する
非常に意義深いもの

他の
質問

北条中学校統合に関する課題　
ほか

　　第六次総合計画
における産業振興と
市民所得向上の戦略

あらゆる産業の高付加価値
化を図る

他の
質問

原子力発電所再稼働における
「地元同意」と国の責務と役割

持田繁義持田繁義 真貝維義真貝維義
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政務活動を行いました

柏崎の風
■ ８月27日（水）～28日（木） 全国市議会議長会研究フォーラム

　「多様な人材の参画促進の観点から地方議会議員のなり
手不足問題を考える」をテーマに、約2500名が参加した。
地方議員選挙では投票率の低下、無投票者や定員割れが顕
著に増加している。若い世代を筆頭に、多様な人材から職
業として議会を選んでもらうために、立候補の足かせとな
るような制限の緩和や議員報酬などについて検討を重ねな
ければならない。また、議員の在り方について市民との意
見交換や、中学生・高校生との対話も大切であり、柏崎市
議会として取り組むべきテーマの一つである。
石狩市視察
　石狩市は、国内最大級の大型風車をはじめ、風力発電ゾー
ニング計画の策定など、再生可能エネルギーの先進地であ
る。地域で作られたエネルギーを「地産地活」し、地域経
済の振興、人材育成を重視する脱炭素のまちづくりを学ん
だ。

活動内容
全国市議会議長会研究フォーラム
　・　・地方議員のなり手不足問題
石狩市視察
　・�　・�再エネを活用した産業振興

全国市議会議長会研究フォーラム
（札幌文化芸術劇場）

民社友愛
■ ８月７日（木） 泊原子力発電所の安全対策、地域対応

　泊原子力発電所３号機は2009年に営業運転を始めたが、
2012年５月に定期検査のため停止した。その後の新規制
基準審査では、基準地震動と津波高の評価に際し、活断層
の可否や津波高に関する評価基準が当初より大幅に変更し
たことから、対応に12年を要した。安全対策工事はおお
むね完了しており、新設防潮堤の設置等残る工事について
は、審査結果を踏まえ適切に対応をしている。
　避難路としての役割を果たす「道道泊共和線（16.1キ
ロメートル）」が昨年３月に全線開通した。完成には長い
年月をかけたが、道民の安心感の向上としての取り組みは
確実に進められている。
　柏崎刈羽原子力発電所が立地する新潟県はこれからその
作業に取り組む姿勢にあるが、そのことが再稼働の絶対条
件になってはいけない。

活動内容
泊原子力発電所の現状（北海道泊村）
　・�　・�安全対策
　・�　・�荷揚げ場新設の概要
　・�　・�地域の受け止め状況

原子力ＰＲセンター
とまりん館（北海道泊村）

令和７（2025）年度の政務活動費を使った主な活動

民社友愛

柏崎の風



19ギカイのとびら 202（2025.12）

　阿部基議長からの諮問を受けて、総務常任委
員会（近藤委員長）・文教厚生常任委員会（山
本委員長）・産業建設常任委員会（三宮委員長）
は、委員の任期である２年間で調査・研究に取
り組むテーマを決めました。
　柏崎市議会では、令和３（2021）年12月か
らテーマに沿った調査研究を行っています。今
回で３回目の取り組みになります。
　今回もロードマップを作成し、調査研究を進
めていきます。政策提言をまとめ、令和８
（2026）年12月定例会議で報告する予定です。

CHECK!CHECK!

１
常任委員会で取り組む調査研究テーマが決定

　３常任委員会が共通のテーマとして「人口減
少・少子高齢化への対応」を設定し、それぞれ
の調査研究事項は次のとおりです。

● 総務常任委員会
公共施設の適正管理
　ＤＸの推進
● 文教厚生常任委員会
子育て支援の充実
　学力向上のための教育環境の充実
● 産業建設常任委員会
人口減少・少子高齢化の下での中心市街地活性化

　８月１日に中越地区市議会（長岡市、三条市、小千
谷市、加茂市、十日町市、見附市、燕市、魚沼市、南
魚沼市、柏崎市の計10市）合同議員研修会が産業文
化会館で開催されました。
　拉致問題に関する研修会として、新潟産業大学経済
学部 蓮池 薫 特任教授を講師としてお招きしました。

CHECK!CHECK!

２
中越地区市議会合同議員研修会が
柏崎で開催されました

10月５日に柏崎市陸上競技場で開催された
市制施行85周年記念第12回市民大運動会に柏
崎市議会として参加しました。

CHECK!CHECK!

3
市民大運動会に参加しました

調査研究
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議会広報広聴常任委員会
委員長　　田邉優香
副委員長　山崎智仁
委員
池野里美　近藤由香里　山本博文
西川弘美　持田繁義　重野正毅
三宮直人　相澤宗一　春川敏浩

議会広報広聴常任委員

池野　里美

　現存する日本最古の公認グラウ
ンドである柏崎市陸上競技場にお
いて、10年ぶりに「市民大運動会」
が開催されました。多くの町内、
事業所、市民の皆さんから参加い
ただき、笑顔で身体を動かし、応
援し合う姿が非常に嬉しかったで
す。途中からあいにくの雨となり

ましたが、大きなけがや事故がな
くほっとしました。
　これからも、柏崎の豊かな自然
の中で、適度な運動を楽しみ健康
増進を図っていきましょう。

編集後記 次回発行は２月５日
お楽しみに

■リンク先をデザインで区別しています
外部サイト柏崎市ＨＰ

■ウェブサイト・無料アプリで「ギカイ
　のとびら」を読むことができます

　パソコン・スマートフォン・
タブレットで、手軽に閲覧
できます。

ウェブサイト・
無料アプリ

■点訳・音訳の
　「ギカイのとびら」を配布しています

お申し込みは福祉課へ。
　0257-21-2299
　0257-21-1315 点訳・音訳

本会議・委員会は、どなたでも自由に傍聴できます。インターネット中継でご覧いただけます。
録画映像と会議録も公開しています。

12月
変更の場合はホームページでお知らせします。本会議は午前10時に開会します。

定例会議の予定

日 月 火 水 木 金 土

12/1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22

本会議
議案説明･質疑･付託

委員会 ･分科会
産業建設・文教厚生･総務

（議案補足説明）

委員協議会･作業部会
産業建設・文教厚生･総務

（論点整理）

本会議
一般質問

本会議
一般質問

本会議
（一般質問･予備日）

委員会 ･分科会
産業建設

委員会 ･分科会
文教厚生

委員会 ･分科会
総務 （委員会･予備日）

本会議
集中審議

委員会
予算決算

本会議
委員長報告･採決

中継・傍聴・
会議録

議会日程


